
  

 
 

報道関係各位 2026 年 8 月 24 日 

 「夢・化学-21」委員会 

 公益社団法人日本化学会 

「化学グランプリ 2026」各賞受賞者が決定！ 

「夢・化学-21」委員会※と日本化学会は、8月 20日(木)～22日(土)に「化学グランプリ 2026」（通称：

化学の甲子園：https://gp.csj.jp）の二次選考を実施し、大賞および各賞の受賞者を選出いたしました。  

  大賞を受賞した生徒は以下の 5名です。 

坂田 莉都 サカタ リツ 茨城県 茨城県立並木中等教育学校 ６年 

岩﨑 仁志 イワサキ ヒトシ 神奈川県 神奈川県立横浜翠嵐高等学校 ３年 

柏田 駿太朗 カシワダ シュンタロウ 東京都 筑波大学附属駒場高等学校 １年 

小林 昌史 コバヤシ マサフミ 岡山県 岡山県立岡山操山高等学校 ３年 

長谷川 蒼真 ハセガワ ソウマ 東京都 駒込高等学校 ３年 

二次選考には 74 名が参加し、大賞 5 名のほか、16 名が金賞、19 名が銀賞、34 名が銅賞に選ばれまし

た。大賞以下、各賞の受賞者につきましては、添付の参考資料をご覧ください。 

化学グランプリは、全国の中高生に化学への興味･関心を喚起し、意欲・能力を高め、世界にも通用する

若い化学者を育成することを目的に 1999年より開催しています。今年度は 7月 20日に一次選考のマーク

シート式試験を全国の会場で実施し、2,538名が参加しました。 

また本年は特別賞として以下の 3賞を設け、表彰いたしました。 

日本化学会特別賞 総合成績 1位   

坂田 莉都 サカタ リツ 茨城県 茨城県立並木中等教育学校 ６年 

「夢・化学-21」委員会特別賞 二次選考成績 1位 

吉川 紗良 キッカワ サラ 福岡県 久留米大学附設高等学校 ３年 

東京農工大学学長賞 高校 2年生以下 総合成績 1位  

柏田 駿太朗 カシワダ シュンタロウ 東京都 筑波大学附属駒場高等学校 １年 

◆国際化学オリンピックへの生徒派遣について 

世界約 90ヶ国・地域の高校生が化学の実力を競い合う「国際化学オリンピック」の日本代表は、化学グ

ランプリで優秀な成績を収めた生徒を中心に選出されます。来年の第 59 回国際化学オリンピックは 7 月

に台湾での開催が予定されています。今年も国際大会に向けて、本グランプリに参加した中学 3年生・高

校 1・2年生の生徒から 20名程度を代表候補生徒として選定し、選抜試験を経てその中から代表生徒を決

定する予定です。 

 

お問い合せ先 
公益社団法人日本化学会 ： 大倉 TEL ０８０-７３９８-０４６８ E-mail grand-prix@chemistry.or.jp 
「夢・化学-21」委員会 事務局 （一般社団法人日本化学工業協会 広報部内） 

： 羽方 TEL ０８０-５５２８-３１９４ E-mail yumekagaku@jcia-net.or.jp 

https://gp.csj.jp/


＜参考資料＞ 

各賞受賞者 

賞 氏名 フリガナ 学校所在地 学校名 学年 

大賞 

5 名 

坂田 莉都 サカタ リツ 茨城県 茨城県立並木中等教育学校 ６年

生

（３

年

生） 

岩﨑 仁志 イワサキ ヒトシ 神奈川県 神奈川県立横浜翠嵐高等学校 ３年

生 柏田 駿太朗 カシワダ シュンタロウ 東京都 筑波大学附属駒場高等学校 １年

生 小林 昌史 コバヤシ マサフミ 岡山県 岡山県立岡山操山高等学校 ３年

生 長谷川 蒼真 ハセガワ ソウマ 東京都 駒込高等学校 ３年

生 金賞 

16 名 

市川 透哉 イチカワ トウヤ 岐阜県 岐阜県立岐阜高等学校 ３年

生 大石 堯成 オオイシ アキナリ 千葉県 渋谷教育学園幕張高等学校 ３年

生 大濱 康平 オオハマ コウヘイ 神奈川県 神奈川県立横浜翠嵐高等学校 ３年

生 岡 宥宇一 オカ ユウイチ 東京都 筑波大学附属高等学校 ３年

生 小粥 暁斗 オガイ アキト 静岡県 静岡県立浜松北高等学校 ３年

生 尾田 充 オダ マコト 徳島県 徳島県立城ノ内中等教育学校 ６年

生

（３

年

生） 

小原 康奨 オハラ コウスケ 愛媛県 愛光高等学校 ２年

生 吉川 紗良 キッカワ サラ 福岡県 久留米大学附設高等学校 ３年

生 吉川 瑠 キッカワ リュウ 兵庫県 白陵高等学校 ２年

生 鍬塚 滉 クワツカ ヒロ 長崎県 青雲高等学校 ３年

生 橘 飛羽 タチバナ トワ 北海道 北海道札幌南高等学校 ３年

生 萩原 成礼 ハギワラ ナルアキ 東京都 武蔵高等学校 ２年

生 林 透生 ハヤシ トオイ 山梨県 山梨県立甲府南高等学校 ３年

生 福家 遼平 フケ リョウヘイ 東京都 麻布高等学校 ３年

生 松本 和真 マツモト カズマ 大阪府 高槻高等学校 ３年

生 三浦 清慈 ミウラ セイジ 長崎県 青雲高等学校 ３年

生 銀賞 

19 名 

石塚 文也 イシヅカ フミヤ 石川県 金沢大学附属高等学校 ３年

生 長 純平 オサ ジュンペイ 兵庫県 灘高等学校 １年

生 河村 晄希 カワムラ コウキ 愛知県 東海高等学校 １年

生 黒田 奈々華 クロダ ナナカ 香川県 香川県立高松高等学校 ２年

生 剱持 志斗 ケンモチ ユキト 神奈川県 浅野高等学校 ２年

生 小松 太陽 コマツ タイヨウ 神奈川県 聖光学院高等学校 ２年

生 佐伯 詩葉 サエキ ウタハ 茨城県 茨城県立並木中等教育学校 ６年

生

（３

年

生） 

島戸 麻椰 シマト マヤ 愛知県 南山高等学校女子部 ３年

生 高橋 祥太朗 タカハシ ショウタロウ 東京都 武蔵高等学校 ２年

生 高山 歌歩 タカヤマ カホ 京都府 洛南高等学校 ２年

生 林 莉央 ハヤシ リオ 千葉県 渋谷教育学園幕張高等学校 ２年

生 平島 颯人 ヒラシマ ハヤト 宮崎県 宮崎県立宮崎西高等学校 ３年

生 包 安達 ボ アンダ 大阪府 大阪府立北野高等学校 ２年

生 細野 大志 ホソノ タイシ 大阪府 大阪府立三国丘高等学校 ３年

生 堀 充希 ホリ ミツキ 愛知県 東海高等学校 ２年

生 湊 悠介 ミナト ユウスケ 秋田県 秋田県立秋田高等学校 ３年

生 武川 慈英 ムカワ ジエイ 石川県 金沢大学附属高等学校 ３年

生 睦好 直弘 ムツヨシ ナオヒロ 千葉県 市川高等学校 ３年

生 持田 理乃 モチダ リノ 兵庫県 神戸大学附属中等教育学校 ６年

生

（３

年

生） 

  



賞 氏名 フリガナ 学校所在地 学校名 学年 

銅賞 

34 名 

足立 衛希 アダチ エイキ 兵庫県 白陵高等学校 ３年 

石塚 裕太 イシヅカ ユウタ 千葉県 渋谷教育学園幕張高等学校 ３年

生 泉谷 早紀 イズミヤ サキ 東京都 雙葉高等学校 ３年

生 王 昱 オウ ユウ 千葉県 渋谷教育学園幕張高等学校 ３年

生 大野 嵩 オオノ シュウ 大阪府 大阪府立生野高等学校 ３年

生 岡野 光佑 オカノ コウスケ 広島県 広島大学附属福山高等学校 ３年

生 川崎 哲平 カワサキ テッペイ 愛知県 東海高等学校 ３年

生 木田 光 キダ ヒカリ 神奈川県 公文国際学園高等部 ３年

生 小嶋 佑弥 コジマ ユウヤ 愛知県 愛知県立一宮高等学校 ３年

生 齋藤 咲実 サイトウ サクミ 東京都 麻布高等学校 ２年

生 酒井 那由多 サカイ ナユタ 愛知県 東海高等学校 ２年

生 水津 櫂 スイヅ カイ 山口県 山口県立徳山高等学校 ３年

生 菅原 健史 スガワラ タケシ 東京都 開成高等学校 ２年

生 杉本 宏太郎 スギモト コウタロウ 徳島県 徳島県立城ノ内中等教育学校 ６年

生

（３

年

生） 

関 祐太 セキ ユウタ 神奈川県 横浜市立横浜サイエンスフロンティア高等学校 ２年

生 田口 まり紗 タグチ マリサ 千葉県 渋谷教育学園幕張高等学校 ２年

生 多田 修都 タダ シュウト 兵庫県 甲陽学院高等学校 １年

生 辻 翔成 ツジ ショウセイ 奈良県 西大和学園高等学校 ３年

生 翟 潤奇 テキ ジュンキ 兵庫県 灘高等学校 ３年

生 寺田 佳史 テラダ ヨシフミ 大阪府 大阪星光学院高等学校 ３年

生 内藤 眞仁 ナイトウ マナト 兵庫県 灘高等学校 ２年

生 永重 諒人 ナガシゲ リョウト 東京都 筑波大学附属駒場高等学校 ２年

生 橋本 陽生 ハシモト ハルキ 大阪府 大阪府立茨木高等学校 ３年

生 畠山 昊大 ハタケヤマ コウタ 栃木県 栃木県立宇都宮東高等学校 ３年

生 林 航太郎 ハヤシ コウタロウ 東京都 武蔵高等学校 ３年

生 林 文哉 ハヤシ フミヤ 兵庫県 灘高等学校 ２年

生 藤谷 拓未 フジタニ タクミ 愛知県 名古屋市立向陽高等学校 ３年

生 増田 陽友 マスダ ヒユウ 兵庫県 灘高等学校 ２年

生 水口 樟之助 ミズグチ ショウノスケ 北海道 北嶺高等学校 ２年

生 三井 舜大 ミツイ シュンダイ 兵庫県 白陵高等学校 ３年

生 元秋 篤 モトアキ アツシ 富山県 富山県立高岡高等学校 ３年

生 森川 浩宇 モリカワ ヒロタカ 大阪府 大阪府立北野高等学校 ３年

生 栁 敬太 ヤナギ ケイタ 福岡県 久留米大学附設高等学校 ２年

生 山田 悠惺 ヤマダ ユウセイ 鹿児島県 ラ・サール高等学校 ３年

生 

  



◆国際化学オリンピック IChO＝International Chemistry Olympiad） 

 

1968年に東欧 3ヵ国（ハンガリー、旧チェコスロバキア、ポーランド）が始めた高校生の学力コンテス

トから発展した、1年に 1度開催される高校生の「化学」の国際大会。 

大会は通常、毎年 7 月に 10 日間開かれ、それぞれ 5 時間に及ぶ実験課題と理論問題が出題され個人単

位で競われます。成績優秀者には金メダル（参加者の 1割）、銀メダル（同 2割）、銅メダル（同 3割）が

それぞれ贈られます。 

日本は 2003 年のアテネ大会より参加しており、2004 年のドイツ・キール大会から毎年連続で参加生徒

全員がメダルを獲得しています。 

2010 年に国際化学オリンピックを日本・東京で初めて開催し、2021 年に日本で 2 回目の国際化学オリ

ンピックを開催しました。 

 

◆「夢・化学-21」委員会について 

 

「夢・化学-21」委員会※は、化学の啓発と化学産業の社会への貢献の理解促進を目的に 1993 年に発足

しました。同委員会では、日本の将来を担う小中高生を主な対象とした活動を展開しています。化学グラ

ンプリのほか、化学の面白さや不思議さを通じて化学技術の重要性や化学製品の有用性を知ってもらうた

め、「子ども化学実験ショー」や「なぜなに？かがく実験教室」などの実験体験活動を行っています。 

※公益社団法人日本化学会、公益社団法人新化学技術推進協会、公益社団法人化学工学会、一般社団法人日本化学工業協会の 4 団体で構成 

 

「夢・化学-21」ウェブサイト 

https://www.kagaku21.net 

 

 

 

https://www.kagaku21.net/

